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第8回総会及び講演会

「全国大会シン ポジウム　九州の 文化と色彩を振 り返っ て」
〜 伝統文化と色彩の分析手法及 び今後の研究方策 につ い て 〜
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は じめに

　第8 回総会及び 講演会 を去る 3月20 日に開催 した 。

総 会は各議案 とも 滞 りな く進行 、承 認 を得 、次い で行

われた講演会は講師に株式会社オフ ィ ス ・カラ
ー

サイ

エ ン スの 大住雅之氏 を迎 えた 。昨年全国大会で九州 企

画と して 行われた 「九州の 文化と色彩」シ ン ポ ジウム及

びポス タ
ー

発 表を振 り返る形で興 味深 い話が聞かれ 、

テ
ーブルデ ィ ス カ ッ シ ョ ン へ と繋が っ た 。 少人数なが

ら有意義な講演会とな り、有志で講師を囲み 交流会で

締め く く っ た。

開催日時　2009 年 3月 20 日（金 ）13 ：20 〜 17 ：30

会 場 （株）INAX 福岡シ ョ
ー

ル
ー

ム 2階会議室

参 加 者　総会 16名　講演会 19 名

　　　　　テ ープルデ ィ ス カ ッ シ ョ ン 18名

覊

次 年 度 計画 案 を 説 明 す る 中川次 期代表

1．総会

　司会　濱本裕子　　議長　坂上 ちえ子

第一号議案　平成 20 年度活動報告

　藤田代表よ り報 告、承認された ，

第 二 号議案 一1　 平成 20 年度会計報告

　副島会計担当よ D 年度内見込決算報告、承認され た。

第二 号議案 一2　運営委員の 選任

　藤田代表 よ り紹介、承認された 。

第二 号議案 一3　代表の交替

　新年度よ り代表を藤田理 恵子 よ り中川 貴 へ との提

　案、承認された。

第三号議案 　平成 2 】年度 活動計画 （案 ）

　中川次期代表よ り説明、承認された 。

第四号議案 　平成 21 年度予算 （案）

　中川次期代表よ り説明、承認 された 。

そ の他　規 約の変更 があ り承認 され た。

2 ．講演

『全 国大 会シ ン ポ ジ ウム　九州 の 文化 と色彩 を振 り返

っ て』 〜伝統 文化 と色彩 の分析手法及 び今後の方策 に

つ いて〜

　講師 ：株式会社オ フ ィ ス ・
カラ

ー
サイ エ ン ス

　　　　大住雅之氏

　昨年開催された色彩学会全国大会 は初の九州大会で

あ り、独 自企画 と して ポスタ
ー

発表 を含む 「九州の 文

化 と色彩」シ ン ポジ ウム が実施された 。 本講演で はシ

ン ポ ジウムの 目的や経緯 と、個々 の発表に関する特徴

的な 色彩の分析手法を中心 に解説がな され た 。

　シンポジウムの主 旨は、九州 固有の 「文 化と色彩」に

ス ポ ッ トをあ で 調 査 ・発表する ものである 。 沖縄を含

む九州全県 を網羅 し、個々の テ
ー

マ に つ い て 色彩を軸

に地域や史実を関連付け、総合的な発表 へ 発展させ る

事を 目標と した 。発 表者を募 っ た と こ ろ 12 件の エ ン

トリーがあ り、 支援体制と して月 1 回の勉強会を実施

した 。基礎知識を習得す る ととも に、そ れぞれ のテ
ー

マ に つ い て メン バー
間で 自由闊達な ディ スカ ッ シ ョ ン

を行 い 、更 に中間報 告を纏 め るな どメ リ八 リを つ ける

こ とを心 が けた 。そ の 甲斐 もあ り 、シ ン ポ ジウ ム は高

い 評価を受け、各発表者の努力が報われた形とな っ た 。

　 12件の発 表は、「赤」「紫」「藍」「黒」「白」「五 色」の色

や 、「神事 ・祭 り」「環 境 ・建築物」「染織」「工 芸」とい

っ たカ テゴリーの マ トリ ッ ク ス に分類 し、紹介された。
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更に本講演では 「貴族文化」「庶民文化」「武家文化」と

「宗教文化」の 相互関係につ い て も言及され た 。 「赤」の

文化で は、大分県 の宇佐神宮 と沖縄県の首里 城に つ い

て 、分光光度計を用い た測定に関するエ ピ ソ ー ドを交

え た話があ っ た 。また 、鹿児島県の 薩摩切子 に 関して

はその特徴である 「ぼか し」の構造上の メ力ニ ズム につ

い て解説された 。「紫」の 文化は 福岡県の大 宰府が テ
ー

マ で 、当時の紫に対する貴重さの説明と、今回 は紫草

の栽培が 困難で ある ため染色再現 を失敗した が 、継続

して挑戦 して い き た い との発表者の 気持ちが伝え られ

た 。「藍」の文化は福岡県 の 山笠 と久 留米 絣で 、前者 は

祭 りの 組織的な 運用体制と配色 に つ い て の 詳細な調査

で あ っ た こ と、後者は素朴な庶 民文化に始まる伝統文

化の発展経緯と、分光光度計を用いた天然藍 と合成染

料を用 い た染色の相違点に つ い て 説明 があ っ た 。 「黒 」

の 文化は鹿児島県の 大島紬 と熊本県の 肥後象眼で ある

が 、大 島 紬で は発表者 自身 が現 地 に赴 き染色 を体現 し

て 工 程解説を行 っ たこ と、後者は最新の レーザー共焦

点顕 微鏡 を用 い た表面 の 3次元構造の 測定結 果 な どを

交えた話があ っ た 。 「臼」の 文化で は 、佐賀県 の伊万 里

焼をテ
ー

マ と し、素地の 白を基本と捉え、発 表者 自身

が現地にて測定を行 っ たこ と 、 データをCIE白色度 と

色味指数の直交座標上 にプ匚］ッ トし、時代経過 との 関

連が説明され た。「五 色」の 文化で は宮崎県の 夜神楽 、

長 崎県の 長崎くん ち、福岡県の 博多織を取 り上げ、紹

介に先立ち 五 色の 解説 が行わ れた 。夜神楽で は現地 調

査の 状況と発表者の 夜神楽 へ の 思いが紹介さ れ 、長 崎

くん ぢ で は博多山笠 と の 対比 に よ る特徴の 解説が あ

り、同様に博多 織に つ いては庶 民文化的な久 留米絣 と

の 対比で 、献上 品と して の 賢族文化的な特徴の 解説 、

更 に古典 的な染色手 法と合成染 料 での染 色結果に つ い

ての測定例の紹介があ っ た 。

　最後 に今後の 方策と して、  発表者の 多 くが 、まだ

や り残 した思い があ り勉強会を継続するこ と で 、より

完成度 の 高い 研究に結 び付けて い く こと、  地場産 業

との連携によ り振興に寄与する こ と、  文化関連機関

の研究者と連携 して研究会、勉強会を実施する ことな

ど が挙げ られた 。 九州に住む我々 が今まで 何気な く見

過 こ してきた 「文化 と色彩」をあ らため て知 る こ とが出

来、とても充実 した意義深 い 講演会であ っ た 。

3 ．テ
ーブル デ ィ スカ ッ シ ョ ン

　司会 　濱本裕子

　コ
ー

デ ィ ネ
ー

タ　上 田桂土倖、大 住雅之 、黒田尚美、

　坂上 ちえ子、津田比都美、中野知子

　まず 、コ
ーデ ィ ネ

ー
タ
ー（ポス タ ー発表者）が研 究 に

至 っ た経緯な どを含め 自己紹介、講演 をも とに 自由な

ポス タ
ー

を も と に解説す る 大住氏

デ ィ ス カ ッ シ ョ ン が行わ れた 。 中で も測色に つ い て の

質問 が多く出された 。 「経年によ り変退 色し、作られた

当時の 色と異な る筈だが 、その よ うな現状で の 測色に

果た して意 味 はあ るの か ？」と い う問い に対 し、「現在

の状態を正確にア
ーカイブする意義があ り、また耐光

促 進試 験装 置 を使 っ た結果か らシミ ュ レーシ ョ ン を行

い 過去の状況を逆推定 する研 究 例も 出て い る」とい う

回答が得 られた 。時と とも に話題 も広 が り、遠路関西

か ら学生の 参加もあり和気あいあいと した充実 した デ

ィ ス カ ッ シ ョ ンとな っ た 。

まと め

　参加人数 こ そ少な い も の の 、コ ン パ ク トに 纒ま っ た

会で あ っ た 。 早 い もので九 州色彩ネ ッ トワ
ー

クも発足

か ら9 年 目とな り、今回の 第 8 回総会及 び講演会も皆

様の お陰で 無事に終了出来た 。 私 こ と藤田は今期で 代

表を退 く事とな っ たが、今ま で多 くの 方々 に ご支援、

乙協力 を賜 り感 謝に堪え な い 。こ の 場を借 り て 心か ら

お礼を申し上げたい 。 中川新代表の も と、今後の九州

色彩ネ ッ トワ
ー

クの 益々の発展を願 っ て やまない 。

テ ーブル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン の 様子
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